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低アレルゲン性を基本特性とする革新的かつ持続的多収性ソバ新品種の開発 
 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 原 尚資 
 
２ 研究期間：令和８年度～令和１２年度（５年間） 
 
３ 研究目的 

低収とアレルギー問題というソバの２大問題解決のために、低アレルゲン性と

従来にない多収性を有し、将来の気候変動環境においても持続的生産が可能な新

品種の開発と普及を目指す。 
 
４ 研究内容及び実施体制 

①  表現型およびゲノム育種モデルによる革新的かつ持続的多収性ソバ新品種開発 
表現型及びゲノム育種モデルにより構築されたソバ版スマート育種法を活用

し、短期間で革新的かつ持続的多収性ソバ新品種を開発する。 
（農研機構北海道農業研究センター、信州大学） 

 

②  育成集団が示すゲノム遺伝学的な収量性および気候変動適応性の評価 
ゲノミクス及びトランスクリプトミクス解析により、収量性及び穂発芽や高

温などの気候変動への適応性の遺伝的制御機構を解明し、育成集団の気候変動

適応性について検証する。 
（岡山大学、埼玉大学、農研機構北海道農業研究センター） 

 

③ 育成集団が示す臨床医学・食品科学的なアレルゲン性の評価 
ヒト介入試験、動物試験及び in vitro 試験を通じて、ソバアレルギー研究を進

展させるとともに、育成集団のアレルゲン性を検証する。 
（藤田医科大学、信州大学、農研機構食品研究部門） 

 

５ 最終目標 
 「低アレルゲン性」を基本特性とし、「半矮性」、「直立・短枝型」、「難脱粒性」を

有し、穂発芽や高温などの気候変動に適応可能な、製麺性、官能性及びアレルゲン

性の評価情報が付加された、革新的で持続的な多収性ソバ新品種を開発する。 
 
６ 期待される効果・貢献 

革新的かつ持続的な多収性ソバ新品種の主要生産地への普及により、約２万トン

の生産量増加と年間約 1,300 億円の国内新規市場創出が導かれ、ソバの食料自給率

の向上が見込まれる。またソバアレルギーによる健康被害リスクの軽減に寄与する。 
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